
北陸地方整備局入札監視委員会・事務局 配付 平成２５年 １月１０日

資 料 配 付 日時 本資料の配付をもって解禁

北陸地方整備局入札監視委員会第二部会

第３回定例会議を開催

― 審議概要を公表 ―

北陸地方整備局入札監視委員会第二部会は、平成２４年度第３回定例

会議を１２月７日(金)に北陸地方整備局で開催し、平成２４年７月から

９月までの間に発注した工事、建設コンサルタント業務等、役務及び物

品の調達の中から抽出された６件の事案について、入札及び契約の過程

並びに契約の内容について審議を行いました。

審議の概要について、次頁以降にてお知らせします。

入札監視委員会は、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」

において第三者の意見を適切に反映する方策を講ずることとされていることを

踏まえ、公共工事の入札及び契約の過程並びに契約の内容の透明性を確保する

ために、地方整備局長の委嘱に基づき設置された学識経験等を有する者で構成

する第三者機関であり、中立・公正な立場で客観的に入札及び契約についての

審査等の事務を行います。委員会には第一部会と第二部会があり港湾空港関係

は第二部会で審議されます。

委員会においては、当地方整備局が発注した工事、建設コンサルタント業務

等、役務及び物品の調達にかかる入札・契約手続きの運用状況等について報告

を行い、さらに、委員が無作為に抽出した工事、建設コンサルタント業務等、

役務及び物品の調達に関し、一般競争参加資格の設定の理由及び経緯、指名競

争入札に係る指名の理由及び経緯、随意契約に係る選定理由等について審議を

行い、意見の具申又は勧告を行うこととされています。

同時発表記者クラブ 問い合わせ先

新潟県政記者クラブ 新県政記者クラブ 北陸地方整備局入札監視委員会･事務局

富山県政記者クラブ 石川県政記者クラブ 電話 025-370-6650（経理調達課）

山形県政記者クラブ 福島県政記者クラブ 契約管理官 野崎 哲

福井県政記者クラブ 高山記者クラブ 経理調達課長 三好 英雄

このほか、長野県関係報道機関へも情報提供。 港湾事業企画課長 春木 芳男



部 会 長 　柳　　 則行　（弁護士）

委 員 　溝口　由己　（新潟大学准教授）

委 員 　池田　文美　（公認会計士）

部会委員現在数　３名　　　出席　３名

平成２４年７月１日～平成２４年９月３０日

総件数　　６件 　（備　考）
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北陸地方整備局入札監視委員会（第二部会第３回定例会議）　審議概要

開催日及び場所

審議対象期間

抽出案件

平成２４年１２月７日（金）
　「北陸地方整備局」（新潟市中央区美咲町１－１－１）

委　　　　　員

敦賀港（鞠山北地区）防波堤築造工事

北東アジア諸国における開発動向等を
踏まえた物流実態分析業務

新潟港（西港地区）第二西防波堤消波
工事（その１）

回　　　答意見・質問

車両管理業務（その２）

金沢港（大野地区）航路（－１３ｍ）浚渫
外１件工事

船舶及び陸電施設への再生可能エネル
ギー活用技術検討業務
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別紙 委員からの意見・質問、それに対する回答等（第二部会第３回定例会議）
意 見 ・ 質 問 回 答

【入札・契約手続の運用状況等】

〔入札方式別発注工事等一覧〕

・質疑等なし

〔指名停止等の運用状況一覧表〕

・質疑等なし

〔再度入札における一位不動状況〕

・質疑等なし

〔低入札価格調査制度調査対象工事の発生
状況〕

・質疑等なし

【抽出案件】
１ 一般競争入札方式

（ＷＴＯ以外 港湾土木工事）
「敦賀港（鞠山北地区）防波堤築造工事」

・特になし

２ 一般競争入札方式
（ＷＴＯ以外 港湾土木工事）

「新潟港（西港地区）第二西防波堤消波工事
（その１）」

・入札価格が調査基準価格前後に集中してい ・工事の積算基準が公表されていることか
るが、これは入札参加者が経験的に積算した ら、各者とも精度高く積算出来る状況となっ
結果か。 ており、結果的に集中したと推測される。

３ 一般競争入札方式
（ＷＴＯ以外 港湾等しゅんせつ工事）

「金沢港（大野地区）航路（－１３ｍ）浚渫
外１件工事」

・特になし

４ 建設コンサルタント業務等
（簡易公募型プロポーザル方式）

「北東アジア諸国における開発動向等を踏ま
えた物流実態分析業務」

・１３者が参加要件を満たしていたのに、参 ・業務の内容や技術者の配置等を判断した
加表明者数が１者となった背景をどう分析し 結果、入札参加者以外は参加を見送ったもの
ているか。 と推測している。

５ 建設コンサルタント業務等
（簡易公募型プロポーザル方式）

「船舶及び陸電施設への再生可能エネルギー
活用技術検討業務」

・特になし

６ 役務及び物品
（一般競争入札方式）
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「車両管理業務（その２）」

・特になし

まとめ

・本日の審議の結果、不適切な点、また改善
するべき点は認められない。
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